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石川県立看護大学履修規程 

 平成２３年４月１日 

石川県公立大学法人規程看第４５号 

（趣旨） 

第１条 この規程は、石川県立看護大学学則（以下「学則」という。）第８条第３項の規定に基づ

き、授業科目の配当年次その他授業科目の履修に関し必要な事項を定める。 

（授業科目の配当年次） 

第２条 授業科目の配当年次は、別表のとおりとする。 

（履修登録） 

第３条 学生は、履修しようとする授業科目について、所定の期日までに履修登録を行わなければ

ならない。 

２ 履修登録後は、授業科目を変更又は取り消すことはできない。ただし、学長が特別の事由があ

ると認める場合には、この限りではない。  

３ １年間に履修登録することができる単位数の上限を原則として４４単位と定める。上限を超

えて履修登録を希望する場合は事前に申し出る必要がある。 

（卒業要件） 

第４条 学生は、卒業するためには４年以上在学し、第２項及び第３項に定めるところにより合計

１２９単位以上を修得しなければならない。  

２ 人間科学領域の授業科目については、次の各号に定める条件を満たし、合計２９単位以上を修

得しなければならない。 

一 「導入科目」の分野から必修科目２単位及び選択科目１単位以上 

二 「人間の理解」の分野から必修科目５単位及び選択科目３単位以上 

三  「社会の理解」の分野から必修科目４単位及び選択科目２単位以上  

四  「環境の理解」の分野から必修科目２単位及び選択科目１単位以上  

五 「情報」の分野から必修科目４単位 

六 「国際」の分野から必修科目３単位及び選択科目２単位以上。ただし、ドイツ語、中国語、

ロシア語から１単位以上

３ 看護専門領域の授業科目については、次の各号に定める要件を満たし、合計１００単位以上を

修得しなければならない。 

一 「健康・疾病・障害の理解」の分野から必修科目２３単位  

二 「看護の基本」の分野から必修科目１３単位  

三 「看護援助の方法」の分野から必修科目３２単位  

四 「看護の実践」の分野から必修科目２０単位  

五 「看護の発展」の分野から必修科目８単位及び選択科目４単位以上。  
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（先修要件） 

第５条 授業科目のうち「看護の実践」分野の科目については、原則として、当該科目の履修に先

立って、１年次及び２年次開講の必修科目の単位を全て修得していなければならない。 

２ 「看護の実践」分野の各科目については、原則として、履修に先立って、当該科目毎に、「看

護援助の方法」分野の科目のうち当該科目に対応する科目の単位を全て修得していなければなら

ない。 

（試験） 

第６条 授業科目の成績は、筆記試験、レポートその他の方法（以下「試験」という。）により評

価する。 

２ 授業科目の出席時間数が全授業時間数の３分の２に満たない学生は、当該授業科目の試験を受

けることができない。 

（成績の評価） 

第７条 授業科目の成績の評価は、次のとおりＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの評語で表し、Ｓ、Ａ、Ｂ及

びＣを合格として所定の単位を与える。  

評語 評 価 

Ｓ ９０点～１００点 

Ａ ８０点～ ８９点 

Ｂ ７０点～ ７９点 

Ｃ ６０点～ ６９点 

Ｄ ５９点以下 

２ 前条の成績評価に対してグレード・ポイント（以下、「ＧＰ」という。）を設定し、不合格科目
を含めて履修科目のグレード・ポイントの平均（グレード・ポイント・アベレージ（以下「ＧＰ
Ａ」という。）を算出し、総合評価を行う。 

評語 ＧＰ 

Ｓ ４点 

Ａ ３点 

Ｂ ２点 

Ｃ １点 

Ｄ ０点 

一 単位認定が保留となった授業科目のＧＰは対象外である。単位認定された期に加える。 
二 ＧＰＡを算出する基準は、次のとおりとする。 

ＧＰＡ＝（授業科目で得たＧＰ×その授業科目の単位数）の総和／（履修登録した授業科目
の単位数の総和） 

三 成績証明書には、ＧＰＡは明記しない。 

（追試験） 

第８条 疾病その他やむを得ない事由により試験を受けることのできなかったものに対しては、追

試験を行うことができる。 

２ 前項の追試験を希望する者は、医師の診断書等前項の事由を証明する書類を添付し、当該科目

の試験終了後１週間以内に追試験願（様式第１号）を学長に提出しなければならない。 
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（再試験） 

第９条 前条以外の事由により単位を修得することのできなかった者に対しては、再度の試験は行

わない。ただし、やむを得ない事由により担当教員が必要と認める場合は、再試験を行うことが

できる。 

（不正行為） 

第１０条 試験において、不正行為の事実が確認された場合には、当該授業科目を不合格とするほ

か、学則第３９条第１項の規定により懲戒することができる。 

（再履修） 

第１１条 単位の修得が認められなかった授業科目につき、翌年度において単位を修得しようとす

るときは、改めて履修登録を行い、再履修しなければならない。 

（既修得単位の認定等） 

第１２条 学則第１２条から第１４条及び第２３条の規定による単位の認定、授与又は通算を受け

ようとする者は、既修得単位認定等申請書（様式第２号）を、所定の期日までに学長に提出しな

ければならない。 

（他の大学等における授業科目の履修等） 

第１３条 学生は、他の大学等において、特別聴講学生として科目履修及び単位修得を希望すると

きは、事前に本学の承認を得るとともに、受入大学等が定める手続に従うものとする。 

（成績評価に関する異議申し立て） 

第１４条 学生は、成績評価に関して疑義等がある場合には、異議申し立てをすることができき

る。 

２ 成績評価に関する異議申し立ての必要な事項は、別に定める。 

 附 則 

この規程は、平成２３年４月１日から施行する。 

     （経過措置） 

１ 石川県立看護大学履修規程第４条、第５条及び別表の規定は、平成２１年４月１日以後に入

学した者（編入学をした者を除く。以下同じ。）から適用し、同日前に入学した者については、

なお従前の例による。 

２ 編入学をした者に係る授業科目の配当年次、卒業要件及び先修要件は、石川県立看護大学履

修規程第４条、第５条及び別表の規定にかかわらず、当該者の属する年次の在学者に係る授業

科目の配当年次、卒業要件及び先修要件と同一とする。
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 附 則 

この規程は、平成２４年４月１日から施行する。 

    （経過措置） 

１ 石川県立看護大学履修規程第４条、第５条及び別表の規定は、平成２４年４月１日以後に

入学した者（編入学をした者を除く。以下同じ。）から適用し、同日前に入学した者につい

ては、なお従前の例による。 

２ 編入学をした者に係る授業科目の配当年次、卒業要件及び先修要件は、石川県立看護大学履

修規程第４条、第５条及び別表の規定にかかわらず、当該者の属する年次の在学者に係る授業

科目の配当年次、卒業要件及び先修要件と同一とする。 

 附 則 

この規程は、平成２６年４月１日から施行する。 

     （経過措置） 

１ 石川県立看護大学履修規程第４条、第５条及び別表の規定は、平成２６年４月１日以後に入

学した者（編入学をした者を除く。以下同じ。）から適用し、同日前に入学した者については、

なお従前の例による。 

２ 編入学をした者に係る授業科目の配当年次、卒業要件及び先修要件は、石川県立看護大学履

修規程第４条、第５条及び別表の規定にかかわらず、当該者の属する年次の在学者に係る授業

科目の配当年次、卒業要件及び先修要件と同一とする。  

附 則 

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。  

附 則 

この規程は、平成２８年４月１日から施行する。  

（経過措置） 

１  石川県立看護大学履修規程第７条の規定は、平成２８年４月１日以後に入学した者（編入

学をした者を除く。以下同じ。）から適用し、同日前に入学した者については、なお従前の

例による。 

附 則 

この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

１ 石川県立看護大学履修規程第２条の別表、第４条第２項並びに第３項の規定は、平成３１

年４月１日以降に入学した者から適用し、同日前に入学した者については、なお従前の例に

よる。この場合において、改正前の授業科目が開講されない場合は、別に定めるところによ

り、改正後の学則に規定する授業科目を履修するものとする。 
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別表 授業科目の配当年次 

授 業 科 目 配当年次 

人間科学領域 導入科目 フィールド実習

アカデミックリテラシー

物理学 

生物学 

化学 

1 

1 

1 

1 

1 

人間の理解 心理学 

臨床心理学 

哲学 

生命倫理学 

健康体力科学 

健康体力科学演習 

フィジカルフィットネス

1 

2 

2 

1 

1 

1 

2 

社会の理解 法と社会 

教育学 

社会福祉論 

社会学 

医療経済学 

医療人類学 

1 

2 

1 

1 

3 

1 

環境の理解 人間工学 

健康環境論 

生理人類学 

2 

3 

3 

情 報 情報処理学 

保健統計学 

1 

2 

国 際 英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

英語Ⅲ 

英語Ⅳ 

英会話 

英語講読 

ドイツ語 

中国語 

ロシア語

1 

1 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

看護専門領域 健康・疾病・障

害の理解 

解剖生理学 

解剖生理学演習 

代謝と栄養 

解剖生理学実習 

人間病態学（病気の成り立ち） 

人間病態学演習Ⅰ 

人間病態学演習Ⅱ 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 
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授 業 科 目 配当年次 

看護専門領域 健康・疾病・障

害の理解 

疾病・障害論Ⅰ（概論） 

疾病・障害論ⅡＡ（各論１） 

疾病・障害論ⅡＢ（各論２） 

疾病・障害論ⅡＣ（各論３） 

疾病・障害論Ⅲ（精神） 

疾病・障疾病Ⅳ（母性） 

疾病・障疾病Ⅴ（小児） 

臨床薬理学 

公衆衛生学 

疫学 

保健医療福祉論 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

1 

2 

3 

看護の基本 看護学概論 

生活援助論Ⅰ 

生活援助論Ⅱ 

フィジカルアセスメントⅠ

フィジカルアセスメントⅡ

看護過程論 

診療補助技術論Ⅰ 

診療補助技術論Ⅱ 

基礎看護学実習Ⅰ 

基礎看護学実習Ⅱ 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

看護援助の方法 母性看護学概論 

母性看護方法論 

母性看護方法論演習 

小児看護学概論 

小児看護方法論 

小児看護方法論演習 

成人看護学概論 

成人看護方法論Ⅰ 

成人看護方法論Ⅱ 

成人看護方法論Ⅲ 

成人看護方法論演習Ⅰ 

成人看護方法論演習Ⅱ 

老年看護学概論 

老年看護方法論Ⅰ 

老年看護方法論Ⅱ 

老年看護方法論演習 

精神看護学概論 

精神看護方法論 

精神看護方法論演習 

在宅看護学概論 

家族看護論 

2 

3 

3 

2 

3 

3 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

2 

2 

2 

3 

2 

2 

3 

2 

3 
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授 業 科 目 配当年次 

看護専門領域 看護援助の方法 在宅看護方法論 

在宅看護方法論演習 

地域看護学概論 

公衆衛生看護方法論Ⅰ 

公衆衛生看護方法論Ⅱ 

公衆衛生看護方法論Ⅱ演習 

公衆衛生看護方法論Ⅲ 

公衆衛生看護方法論Ⅲ演習 

2 

3 

1 

2 

2 

2 

3 

3 

看護の実践 母性看護学実習 

小児看護学実習 

成人看護学実習Ａ 

成人看護学実習Ｂ 

老年看護学実習 

精神看護学実習 

在宅看護学実習 

公衆衛生看護学実習 

統合実習 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

4 

4 

4 

看護の発展 看護キャリア形成論 

ヒューマンヘルスケア

子どもと家族の発達支援論 

思春期健康論 

緩和ケア論 

認知症高齢者ケア論 

地域精神保健看護論 

コミュニティ政策論

災害看護論 

国際看護論 

国際看護演習Ⅰ 

国際看護演習Ⅱ 

国際看護演習Ⅲ 

クリティカルケア看護論

研究方法論 

卒業研究 

4 

1～4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

1 

1～4 

1～4 

1～4 

4 

3 

4 


